
第
２
章

も
っ
と
意
味
の
あ
る
指
標
に
―
―

人
間
開
発
指
数
（
２
）

一
九
九
〇
年
の
公
表
以
来
、
人
間
開
発
指
数
（
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）
は
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
な
が

ら
進
化
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
進
化
の
過
程
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
指
標
や
人
間
貧
困
指
数
（H

um
an

Poverty

Index
:

H
PI

）
な
ど
が
作
成
さ
れ
て
き
た
（
前
章
を
参
照
―
―
編
注
）。
二
〇
一
〇
年
の
『
人
間
開
発
報
告
書
』

で
は
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
、
お
よ
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
貧
困
に
関
す
る
指
標
が
大
幅
に
改
定
さ
れ
た
。

●
作
成
方
法
の
変
化

今
回
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
で
は
、
ま
ず
構
成
変
数
が
変
更
さ
れ
た
。
今
回
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
、
平
均
余
命
、
一
人
あ
た

り
所
得
に
加
え
て
、
教
育
変
数
に
教
育
年
数
の
期
待
値
と
平
均
値
を
使
い
、
こ
れ
ら
の
指
標
の
幾
何
平
均

で
指
数
を
作
成
し
て
い
る
（「
基
本
公
式
」
参
照
）。
教
育
指
標
に
は
平
均
教
育
年
数
と
期
待
教
育
年
数

（E
xpected

Y
ears

of
Schooling

）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
期
待
教
育
年
数
」
と
は
、
現
在
の
年
齢
別
の
就

学
率
が
将
来
も
持
続
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
、
現
在
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
が
将
来
受
け
る
と
期
待
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で
き
る
教
育
年
数
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
で
は
教
育
指

標
に
識
字
率
と
就
学
率
を
使
っ
て
い
た
が
、
大
部
分
の
国
で
は
ど
ち
ら
も
高

い
水
準
に
到
達
し
て
い
た
の
で
、
今
回
の
改
訂
は
、
現
在
の
開
発
問
題
を
考

え
る
た
め
に
も
っ
と
意
味
の
あ
る
指
標
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

今
回
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
で
は
計
算
方
法
も
変
わ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
、

長
寿
、
知
識
（
教
育
）、
所
得
指
数
の
三
つ
の
指
標
の
算
術
平
均
で
指
数
を
作

成
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
算
術
平
均
を
使
っ
て
い
た
の
で
、
あ

る
指
標
（
た
と
え
ば
寿
命
）
の
一
単
位
の
増
加
で
、
他
の
指
標
（
た
と
え
ば
教
育
）

の
一
単
位
の
減
少
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
と
想
定
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

想
定
を
少
し
で
も
柔
軟
に
す
る
た
め
に
、
今
回
は
三
つ
の
指
標
の
幾
何
平
均

が
採
用
さ
れ
た
。

第
二
の
改
訂
は
「
不
平
等
調
整
Ｈ
Ｄ
Ｉ
」
の
作
成
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｈ
Ｄ

Ｉ
の
構
成
変
数
の
不
平
等
の
社
会
的
損
失
を
割
り
引
い
た
Ｈ
Ｄ
Ｉ
で
、
あ
る

変
数
の
分
布
の
算
術
平
均
と
幾
何
平
均
の
差
を
と
っ
て
い
る
。

第
三
の
改
訂
点
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
指
数
」（G

ender
Inequality

人間開発指数（HDI）（２０１０年改訂版）

教育、寿命、所得の統計を以下の公式によって指数化する。

次元指数＝
実績値－最小値
最大値－最小値

以上の３つの指数の３分の１乗をかけて HDIをもとめる。
HDI＝寿命指数の３分の１乗×教育指数の３分の１乗×所得指

数の３分の１乗

基本公式

第２章 もっと意味のある指標に―― 人間開発指数（２）
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Index

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
殖
と
健
康
に
関
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
や
労
働
市
場

で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
を
総
合
し
た
指
標
で
あ
る
。
構
成
変
数
は
、
妊
産
婦
死
亡
率
や
出
生
率
、
議
会
で

の
男
女
の
議
席
比
率
、
中
等
・
高
等
教
育
へ
の
進
学
率
や
労
働
市
場
へ
の
参
加
率
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
別
指
標

で
あ
る
。

第
四
の
改
訂
点
は
、
貧
困
を
所
得
以
外
の
側
面
に
も
配
慮
し
て
多
面
的
に
捉
え
る
「
多
次
元
貧
困
指
数
」

（M
ultidim

ensionalPoverty
Index

）
の
導
入
で
あ
る
。
こ
の
多
次
元
貧
困
指
数
は
一
〇
個
の
構
成
指
標
か

ら
で
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
教
育
関
係
で
は
、
家
族
の
な
か
で
五
年
間
学
校
に
通
っ
た
こ
と
の
な
い
人

が
い
る
こ
と
、
学
齢
期
の
児
童
で
通
学
し
て
い
な
い
人
が
い
る
こ
と
が
「
貧
困
」
の
要
件
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
健
康
に
関
す
る
も
の
で
は
「
栄
養
不
足
の
人
が
い
る
か
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
動

力
車
の
な
い
家
、
冷
蔵
庫
と
電
話
と
テ
レ
ビ
の
う
ち
最
大
で
も
ひ
と
つ
し
か
も
っ
て
い
な
い
こ
と
、
と
い
っ

た
項
目
も
「
貧
困
」
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
項
目
の
な
か
で
該
当
す
る
も
の
が
三
つ
以
上
あ
れ
ば
、
そ
の
世
帯
は
貧
困
で
あ
る
と
考
え
、

二
と
三
の
間
は
脆
弱
な
世
帯
（
多
次
元
貧
困
に
陥
る
リ
ス
ク
の
あ
る
世
帯
）
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
該

当
す
る
貧
困
世
帯
の
比
率
（
多
次
元
貧
困
の
人
口
比
率
﹇H

ead
C

ountR
atio

﹈）
と
、「
貧
困
世
帯
」
の
な
か
で

前
記
項
目
の
該
当
事
項
の
数
を
合
計
し
た
「
貧
困
強
度
の
指
標
」
と
の
積
で
、
多
次
元
貧
困
指
数
が
作
成
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さ
れ
て
い
る
。

●
新
旧
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
比
較

表
１
は
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
〇
九
年
の
『
人
間
開
発
報
告
書
』
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
般
的
に
み
て
〇
・
一
程
度
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
指
数
を
、
成
長
が
著
し
い
中
国

と
イ
ン
ド
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
が
図
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
『
人
間
開
発
報
告
書
』
で
Ｈ
Ｄ

Ｉ
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
〇
・
九
三
八
）
で
、
日
本
は
一
一
位
で
あ
っ
た
（
〇
・
八
八
四
）。

ま
た
、
表
２
は
不
平
等
調
整
Ｈ
Ｄ
Ｉ
を
い
く
つ
か
の
国
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
国
も
不
平

等
の
損
失
が
か
な
り
の
規
模
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

今
回
の
Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
新
し
い
指
標
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
Ｈ
Ｄ
Ｉ
が
公
表
さ
れ
て
き
た
国
で
も
、

今
回
は
Ｈ
Ｄ
Ｉ
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
国
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
五
年
前
の
『
人
間
開
発
報
告
書
二
〇
〇

五
』
で
Ｈ
Ｄ
Ｉ
が
作
成
さ
れ
て
い
た
国
で
今
回
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
国
を
み
る
と
、
キ
ュ
ー
バ
（
二
〇
〇
三

年
の
値
〇
・
八
一
七
で
五
二
位
）
な
ど
で
あ
る
。
日
本
も
不
平
等
調
整
Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
計
算
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

課
題
が
残
る
こ
と
に
な
る
。

第２章 もっと意味のある指標に―― 人間開発指数（２）
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１９８０ １９９０ １９９５ ２０００ ２００５ ２００９ ２０１０

ノルウェー ０．７８８ ０．８３８ ０．８６９ ０．９０６ ０．９３２ ０．９３７ ０．９３８
オーストラリア ０．７９１ ０．８１９ ０．８８７ ０．９１４ ０．９２５ ０．９３５ ０．９３７
アメリカ ０．８１０ ０．８５７ ０．８７３ ０．８９３ ０．８９５ ０．８９９ ０．９０２
日本 ０．７６８ ０．８１４ ０．８３７ ０．８５５ ０．８７３ ０．８８１ ０．８８４

中国 ０．３６８ ０．４６０ ０．５１８ ０．５６７ ０．６１６ ０．６５５ ０．６６３
インド ０．３２０ ０．３８９ ０．４１５ ０．４４０ ０．４８２ ０．５１２ ０．５１９

１９８０ １９９０ １９９５ ２０００ ２００５ ２００７

ノルウェー ０．９００ ０．９２４ ０．９４８ ０．９６１ ０．９６８ ０．９７１
オーストラリア ０．８７１ ０．９０２ ０．９３８ ０．９５４ ０．９６７ ０．９７０
アメリカ ０．８９４ ０．９２３ ０．９３９ ０．９４９ ０．９５５ ０．９５６
日本 ０．８８７ ０．９１８ ０．９３１ ０．９４３ ０．９５６ ０．９６０

中国 ０．５３３ ０．６０８ ０．６５７ ０．７１９ ０．７５６ ０．７７２
インド ０．４２７ ０．４８９ ０．５１１ ０．５５６ ０．５９６ ０．６１２

HDI順位 国名 HDI 不平等調整 HDI 不平等損失（％）

１ ノルウェー ０．９３８ ０．８７６ ６．６
４ アメリカ ０．９０２ ０．７９９ １１．４
１２ 韓国 ０．８７７ ０．７３１ １６．７

表１ 新旧のHDI 比較

（１）HDI（２０１０年人間開発報告書）

（２）HDI（２００９年人間開発報告書）

（出所） UNDP（２００９）Human Development Report 2009, , New York : UNDP
and Palgrave Macmillan. UNDP（２０１０）Human Development Report
2010, New York : UNDP and Palgrave Macmillan..

表２ 不平等調整HDI

（出所） UNDP（２０１０）Human Development Report 2010, New York : UNDP
and Palgrave Macmillan.
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図 新旧のHDI 比較

（出所） 表１に同じ。
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●
Ｈ
Ｄ
Ｉ
の
新
た
な
段
階

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
人
間
開
発
指
数
は
限
界
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
Ｈ
Ｄ
Ｉ
の
考
案
者
で

あ
る
マ
ブ
ー
ブ
ル
・
ハ
ク
自
身
、
Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
東
ア
ジ
ア
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
人
間
開
発
の
優
先

課
題
が
基
礎
的
な
段
階
を
超
え
て
い
る
よ
う
な
地
域
に
つ
い
て
は
正
当
な
評
価
を
示
し
得
な
い
と
述
べ
て

い
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
人
間
開
発
指
数
は
二
〇
一
〇
年
の
『
人
間
開
発
報
告
書
』
で
大
幅
に
作
成
方
法

が
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
は
Ｈ
Ｄ
Ｉ
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
時
宜
に
適
っ
た
作
業
だ
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
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献
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